	実施年度

平成　　年度

継続事業
の場合

開始年度

平成　　年度

最終予定年度
平成　　年度

有機農業総合支援対策（有機農業推進団体支援事業（参入促進事業））実施計画書

事業実施主体名　：



（別記様式第１号－Ａ）
第１　事業計画総括表

	事　業　内　容
	事業費
	負担区分
	

	
	
	国庫

補助金
	自己資金
	その他
	備　　考

	
	
	千円

	千円

	千円

	

	計
	
	
	
	
	


　　（注）１．「事業内容」の欄には、実施要領第３に掲げる事業の内容を記載する。

　　　　　２．「計」の「備考」欄には、仕入れに係る消費税相当額について、これを減額した場合には、「除税額○○○円、うち国費○○○円」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記載する。
　　　　　　３．記載欄については、適宜拡張して必要事項を記載する。ページ数の増も可とする。（以下同じ。）

第２　事業の目的

	


　　（注）実施要領第３に掲げる事業の内容に即し、応募者が本事業の実施を通じて解決を図る課題等を記載する。

第３　本事業の実施体制

	実施体制
	担当する項目
	組織名・所属・役職・氏名

	
	総括責任者
	

	
	会計担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当（分担事業者）
	

	
	○○担当（分担事業者）
	


（注）事業代表者だけでなく、本事業に関わる分担事業者、事業支援者等、事業内容と整合が取れている内容で記載する。

第４　事業の内容

１　参入促進検討会議の開催

（１）参入促進検討会議の設置

	参入促進検討会議委員氏名（案）
	所属・役職
	専門分野
	備　　考

	
	
	
	


　　
（２）参入促進検討会議の開催

	開催時期（予定）
	開催場所（予定）
	検討内容
	備　　考

	
	
	
	


２　有機農業の参入希望者を対象とする相談窓口の開設

	相談担当者の氏名（案）
	所属・役職
	担当分野
	備　　考

	
	
	
	


３　有機農業の研修受入先その他必要な情報の整備
（１）研修受入可能な有機農業者等に関する情報の整備
	情報収集の対象（地域、有機農業者の経営類型等）及び件数（見込）
	研修受入先１件当たり

整備する情報の項目
	情報収集の方法
	備　　考

	
	
	
	


（２）その他必要な情報の整備
	整備する情報の項目
	情報整備が必要な理由
	情報収集の方法
	備　　考

	
	
	
	


　
４　有機農業への参入希望者に必要な情報提供等を行うポータルサイトの開設（データベースの整備を含む。）
	ポータルサイトの機能
	提供する主な情報の内容
	管理主体
	備　　考

	
	
	
	


５　有機農業者や有機農業の推進に取り組む民間団体等の関係者が参画する相談会・交流会の開催
	開催時期（予定）
	開催場所（予定）
	開催内容
	主な参加者及び参加予定人数
	備　考

	
	
	
	
	


６　地域における有機農業への参入を促進するための活動の支援
	実施時期（予定）
	対象地域（予定）
	支援活動の内容
	備　　考

	
	
	
	


７　その他この事業の目的を達成するために必要な取組
	活動時期（予定）
	活動内容
	活動が必要な理由
	備　　考

	
	
	
	


第５　年間スケジュール

	事　項
	月別実施計画　（予定）
	備　　考


	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）第４に記載した項目について、それぞれ年間の活動計画が分かるように記載する。

第６　次年度以降の本事業の実施予定

	実施年度
	主な取組内容（予定）
	目指す成果

	平成　　年度


	
	

	平成　　年度
	
	

	平成　　年度
	
	


　　（注）１．本表は、次年度以降、継続して本事業の提案を行うことを予定している場合に記載する。
　　　　　２．目指す成果の欄には、年度ごとに本事業を通じて実現を目指す成果について具体的に記載する。

第７　添付資料

　１　応募者の定款、寄附行為、規約、会計処理規程、財務諸表（最新のもの）の写し

　２　過去の農林水産省等の国庫補助事業の取組に関する資料（様式任意）　

３　本実施計画書の記述内容を補完する資料、関係資料（様式任意、提出可能なもので可。）　　

（別記様式第１号－Ｂ）
	実施年度

平成　　年度

継続事業
の場合

開始年度

平成　　年度

最終予定年度

平成　　年度

有機農業総合支援対策（有機農業推進団体支援事業（普及啓発事業））実施計画書

事業実施主体名　：



第１　事業計画総括表

	事　業　内　容
	事業費
	負担区分
	

	
	
	国庫

補助金
	自己資金
	その他
	備　　考

	
	
	千円

	千円

	千円

	

	計
	
	
	
	
	


　　（注）１．「事業内容」の欄には、実施要領第３に掲げる事業の内容を記載する。

　　　　　２．「計」の「備考」欄には、仕入れに係る消費税相当額について、これを減額した場合には、「除税額○○○円、うち国費○○○円」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記載する。
　　　　　　３．記載欄については、適宜拡張して必要事項を記載する。ページ数の増も可とする。（以下同じ。）

第２　事業の目的

	


　　（注）実施要領第３に掲げる事業の内容に即し、応募者が本事業の実施を通じて解決を図る課題等を記載する。

第３　本事業の実施体制

	実施体制
	担当する項目
	組織名・所属・役職・氏名

	
	総括責任者
	

	
	会計担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当（分担事業者）
	

	
	○○担当（分担事業者）
	


（注）事業代表者だけでなく、本事業に関わる分担事業者、事業支援者等、事業内容と整合が取れている内容で記載する。

第４　事業の内容

１　普及啓発検討会議の開催

（１）普及啓発検討会議の設置

	普及啓発検討会議委員氏名（案）
	所属・役職
	専門分野
	備　　考

	
	
	
	


　　

（２）　普及啓発検討会議の開催

	開催時期
（予定）
	開催場所
（予定）
	検討内容
	備　　考

	
	
	
	


　２　有機農業施策説明会（ブロック単位）の開催

　（１）企画内容

	


　　　（注）実施要領第３の内容に即し、有機農業施策説明会の主たる対象者（ターゲット）、テーマ（訴求内容）、進行、出演者の構成、会場の規模（収容人数等）、開催単位（ブロック）の地域区分、その他有機農業施策説明会の参加人数を確保し、参加者の有機農業に対する理解及び関心を増進させるための工夫を記載する。　

（２）有機農業施策説明会（ブロック単位）の開催
	ブロック名
	開催時期

（予定）
	開催場所

（予定）
	出演者

（予定）
	参加者数

（見込）
	備　　考

	
	
	
	
	
	


　　　（注）１．（１）の企画内容に定めるブロック毎に記載する。
　　　　　　２．「備考」欄には、ブロックの範囲（都道府県等）を記載する。

（３）有機農業施策説明会の成果のとりまとめ

	取りまとめの方法（冊子、CD-ROM等）
	作成部数

（予定）
	配　布　先

(予定)
	備　　考

	
	
	
	


　　　（注）１．有機農業施策説明会の成果取りまとめには、有機農業施策説明会の内容（図表、写真、発言録等）に加え、有機農業施策説明会の内容に関する参加者へのアンケート調査結果及び有機農業に対する実需者等の理解及び関心の増進に資する資料、データ等を含むものとする。
　　　　　　２．「配布先（予定）」の欄には、都道府県及び市町村を必ず記載する。

３　実需者等を対象とするメディアを活用した周知活動
（１）企画内容

	


　　　（注）実施要領第３の内容に即し、メディアを活用した周知活動の主たる対象者（ターゲット）、テーマ（訴求内容）、活用媒体、紙面等の構成、寄稿者の構成、読者等との意見や情報交換の方法、読者等の有機農業に対する理解及び関心を増進するための工夫等を記載する。なお、２の有機農業施策説明会の内容を紙面等で紹介することを周知活動の内容とすることも可とする。
（２）周知活動
	実施時期

（予定）
	活用媒体
	対象地域
	周知活動（紙面等）の回数等
	読者数（又はアクセス
件数等）の見込み
	備　　考

	
	
	
	
	
	


４　その他この事業の目的を達成するために必要な取組

	実施時期
（予定）
	取組内容
	取組が必要な理由
	備　　考

	
	
	
	


第５　年間スケジュール

	事　項
	月別実施計画　（予定）
	備　　考


	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）第４に記載した項目について、それぞれ年間の活動計画が分かるように記載する。

第６　次年度以降の本事業の実施予定

	実施年度
	主な取組内容（予定）
	目指す成果

	平成　　年度


	
	

	平成　　年度
	
	

	平成　　年度
	
	


　　（注）１．本表は、次年度以降、継続して本事業の提案を行うことを予定している場合に記載する。

　　　　　２．目指す成果の欄には、年度ごとに本事業を通じて実現を目指す成果について具体的に記載する。

第７　添付資料

　１　応募者の定款、寄附行為、規約、会計処理規程、財務諸表（最新のもの）の写し

　２　過去の農林水産省等の国庫補助事業の取組に関する資料（様式任意）　

３　本実施計画書の記述内容を補完する資料、関係資料（様式任意、提出可能なもので可。）　
	実施年度

平成　　年度

継続事業
の場合

開始年度

平成　　年度

最終予定年度

平成　　年度

有機農業総合支援対策（有機農業推進団体支援事業（調査事業））実施計画書

事業実施主体名　：



（別記様式第１号－Ｃ）

第１　事業計画総括表

	事　業　内　容
	事業費
	負担区分
	

	
	
	国庫

補助金
	自己資金
	その他
	備　　考

	
	
	千円

	千円

	千円

	

	計
	
	
	
	
	


　　（注）１．「事業内容」の欄には、実施要領第３に掲げる事業の内容を記載する。

　　　　　２．「計」の「備考」欄には、仕入れに係る消費税相当額について、これを減額した場合には、「除税額○○○円、うち国費○○○円」を、同税額がない場合には「該当なし」と、同税額が明らかでない場合には「含税額」とそれぞれ記載する。
　　　　　　３．記載欄については、適宜拡張して必要事項を記載する。ページ数の増も可とする。（以下同じ。）

第２　事業の目的

	


　　（注）実施要領第３に掲げる事業の内容に即し、応募者が本事業の実施を通じて解決を図る課題等を記載する。

第３　本事業の実施体制

	実施体制
	担当する項目
	組織名・所属・役職・氏名

	
	総括責任者
	

	
	会計担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当
	

	
	○○担当（分担事業者）
	

	
	○○担当（分担事業者）
	


（注）事業代表者だけでなく、本事業に関わる分担事業者、事業支援者等、事業内容と整合が取れている内容で記載する。

第４　事業の内容
１　調査検討会議の開催
（１）調査検討会議の設置

	調査検討会議委員氏名（案）
	所属・役職
	専門分野
	備　　考

	
	
	
	


　
（２）調査検討会議の開催

	開催時期

(予定)
	開催場所

（予定）
	検討内容
	備　　考

	
	
	
	


２　調査の実施

（１）消費者の有機農業に対する理解と関心の程度の把握
	調査時期
（予定）
	調査方法
	調査項目
	調査客体数
（予定）
	備　　考

	
	
	
	
	


（２）有機農業に用いる資材（種苗等）の生産・流通・利用の状況

	調査時期
（予定）
	調査方法
	調査項目
	調査客体数
（予定）
	備　　考

	
	
	
	
	


３　調査結果のとりまとめ・公表

	とりまとめの方法

（冊子、CD-ROM等）
	公表時期

（予定）
	公表の方法
	備　　考

	
	
	
	


第５　年間スケジュール

	事　項
	月別実施計画　（予定）
	備　　考


	
	4月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


（注）第４に記載した項目について、それぞれ年間の活動計画が分かるように記載する。

第６　次年度以降の本事業の実施予定

	実施年度
	主な取組内容（予定）
	目指す成果

	平成　　年度


	
	

	平成　　年度
	
	

	平成　　年度
	
	


　　（注）１．本表は、次年度以降、継続して本事業の提案を行うことを予定している場合に記載する。

　　　　　２．目指す成果の欄には、年度ごとに本事業を通じて実現を目指す成果について具体的に記載する。

第７　添付資料

　１　応募者の定款、寄附行為、規約、会計処理規程、財務諸表（最新のもの）の写し

　２　過去の農林水産省等の国庫補助事業の取組に関する資料（様式任意）　

３　本実施計画書の記述内容を補完する資料、関係資料（様式任意、提出可能なもので可。）　　
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